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HF Ocean Radar Stations

Tx                              Rx                          Instruments

• CODAR SeaSonde/FMICW
• Center frequency:  13.946 MHz 
• Detection range: 70 km
• Range resolution: 3.0 km
• Azimuth resolution: 5 deg.



海洋レーダによる表層流の観測例

２００３年
８月１７日２０時

毎時のリアルタイムデータを公開中
http://wwwoc.lowtem.hokudai.ac.jp/hf-radar/index.html



現場観測データとの比較

• 漂流ブイ
北大低温研（１５基），日水研（２基）

• 船舶搭載ADCP
海上保安庁（一管），稚内水産試験場「北洋丸」

北大水産「うしお丸」

• 海底設置ADCP
浜頓別沖１点（2004.5～2005.5）
宗谷岬沖１点（2006.9～2008.7）



漂流ブイデータとの比較
（合成流速ベクトル）



漂流ブイデータとの比較
（視線速度成分）



船舶ADCPデータとの比較
（合成流速ベクトル）

東西流速成分 南北流速成分

データ数 1111
バイアス -2.9 cm/s
残差の rms 27.8 cm/s  

データ数 1111
バイアス 1.8 cm/s
残差の rms 27.7 cm/s  



船舶ADCPデータとの比較
（視線速度成分）

猿払局 宗谷岬局 ノシャップ局

データ数 1537
バイアス 0.3 cm/s
残差の rms 27.5 cm/s  

データ数 866
バイアス 1.8 cm/s
残差の rms 27.0 cm/s  

データ数 1949
バイアス 0.0 cm/s
残差の rms 27.6 cm/s  



海底設置ADCPデータとの比較
（猿払局視線速度）

水深 9-13 m



月別の海底設置ADCPデータとの比較
（猿払局視線速度）



宗谷海峡内での海底設置ADCP観測
2006年９月～2008年7月
水深 51 m
毎時観測
2m bin
最浅層は 7.4-9.4 m



海底設置ADCPデータとの比較
（合成ベクトル）

東西流速成分 南北流速成分



海底設置ADCPデータとの比較
（視線速度成分）

猿払局 宗谷岬局 ノシャップ局



猿払局の混信状況
（2008年６月29日 02:10）



混信の到来方向の推定

猿払局

ノシャップ局

宗谷岬局

朝鮮半島あたりが怪しい？



九大13MHz局の混信 （2008年６月29日）
椎根局のデータ

青海局は当日のCSSデータはなし。
野良局はLoop1の特性とLoop2の特性に大きな違いがあるため方位推測を断念。
赤瀬鼻局と志賀島局は他の要因によるノイズが大きいため方位推測ができない。



合成ベクトルの残差のRMSの時系列

東西成分

南北成分



残差のRMSの日変化



残差のRMSの日変化



混信データの除去率

比較的混信が少ないと思われる１２月～４月のデータをもとに
東西成分，南北成分のrms差を計算し，その２倍を超えるデー
タを混信データとして除去した．



「除去率」の日変化



「除去率」の日変化



「混信除去」の効果
（月平均流速場）

除去後 除去前



「混信除去」の効果
（月平均流速プロファイル）



月平均「除去率」の時系列

•海洋レーダの全期間でADCPデータがあるわけではない
•ルーチンのデータ処理では，異常値を時空間の３σ／2.5 σ
チェックで除いている



まとめ

• 海底設置ADCPデータとの比較により，混信
が原因と考えられる異常値が見つかった．

• 到来方向は朝鮮半島～大陸付近と推定され
る．

• 混信は夏季の日中に多く発生する．
• 月平均スケールの流速場に与える影響は，
現時点では，あまり大きくないと考えられる．













各局の視線速度差の時系列

猿払局 宗谷岬局

ノシャップ局



除去後



除去前



除去後



除去前



浜鬼志別沖の流速プロファイルの年々変動


